
ⅲ まちづくり 

 

１ 行政施策全般の満足度 

問１ あなたは、岡谷市の行政施策全般について、どの程度満足していますか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･･･ クロス集計･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

31.4%

7.2%
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8.1%

34.1%
満足している
やや満足している
どちらともいえない
やや不満である
不満である
無回答

N=443
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満足している やや満足している

どちらともいえない やや不満である

不満である 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政施策全般の満足度については、「やや満足している」34.1％が最も多く、「満足している」

8.1％とあわせた『満足している』は42.2％となっています。一方、「やや不満である」14.2％、

「不満である」7.2％とあわせた『不満である』は21.4％となっています。 

性別では差異はみられませんが、年代別では年代があがるほど『満足している』が多くなっ

ています。一方、20歳代で「どちらともいえない」が56.8％と半数を超えています。 



 

２ まちづくりにおいて大切にしたいこと 

問２ あなたは、これからの岡谷市のまちづくりにおいて、どのようなことを大切にしていきたい

と考えますか。（○は２つまで） 
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無回答　　
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安心　　　
安全　　　
健康　　　
便利　　　
にぎわい　
ゆとり　　
やすらぎ　
あたたかさ
人情　　　
調和　　　
創造性　　
公平性　　
美しさ　　
やさしさ　
文化　　　
共生　　　
協働　　　
歴史　　　
自立　　　
合理性　　
多様性　　
主体性　　
個性　　　
国際性　　
競争心　　
その他　　
無回答　　
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30 歳 代(N= 59)
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安心　　　
安全　　　
健康　　　
便利　　　
にぎわい　
ゆとり　　
やすらぎ　
あたたかさ
人情　　　
調和　　　
創造性　　
公平性　　
美しさ　　
やさしさ　
文化　　　
共生　　　
協働　　　
歴史　　　
自立　　　
合理性　　
多様性　　
主体性　　
個性　　　
国際性　　
競争心　　
その他　　
無回答　　
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70歳以上(N=119)
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まちづくりにおいて大切にしたいことは、「安心」41.1％が最も多く、次いで「安全」21.0％、

「健康」19.2％が多くなっています。 

性別では、女性で「便利」20.6％、男性で「調和」9.3％が多くなっています。 

年代別では、年代が低いほど「安心」や「便利」の割合が多く、年代が高いほど「健康」の

割合が多くなっています。 



 

10 土地利用のあり方 

問10 岡谷市の都市づくりの基本となる土地利用のあり方について、どう考えますか。（○は２つまで） 

 

65.5

41.8

24.8

11.7

4.1

3.8

3.2

0% 40% 80%

農地・山林等の開発を最小限に、
自然を保護し災害に強い土地利用

狭あいな土地事情から、ある程度
の土地利用の混在は仕方ない　　

土地利用の区分を明確にし、住宅
と工場等の混在を解消する　　　

農地・山林等を開発し、住宅や産
業振興のための用地を確保する　

その他　　　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　
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農地・山林等の開発を最小限に、

自然を保護し災害に強い土地利用

狭あいな土地事情から、ある程度
の土地利用の混在は仕方ない　　

土地利用の区分を明確にし、住宅

と工場等の混在を解消する　　　

農地・山林等を開発し、住宅や産

業振興のための用地を確保する　

その他　　　　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　

男　性　(N=204)
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27.0

24.3

5.4

8.1

2.7

2.7

0 50 100

30 歳 代(N= 59)
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0.0
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農地・山林等の開発を最小限に、

自然を保護し災害に強い土地利用

狭あいな土地事情から、ある程度

の土地利用の混在は仕方ない　　

土地利用の区分を明確にし、住宅
と工場等の混在を解消する　　　

農地・山林等を開発し、住宅や産

業振興のための用地を確保する　

その他　　　　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　

40 歳 代(N= 56)
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土地利用のあり方は、「農地・山林等の開発を最小限に、自然を保護し災害に強い土地利用」

65.5％が最も多く、次いで「狭あいな土地事情から、ある程度の土地利用の混在は仕方ない」

41.8％となっています。性別、年代別ともに同様の傾向となっています。 

 

 


